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●
島
の
自
然
を
活
か
し
た
特
徴
あ
る
高
校

　

大
島
海
洋
国
際
高
等
学
校
は
、
都
立
高
校
の
中
で
も
っ
と
も
特
徴

の
あ
る
学
校
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。
起
源
は
昭
和
二
一
年
、
都

立
大
島
農
林
学
校
に
水
産
科
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

農
林
学
校
は
大
島
高
校
と
改
称
、
同
四
六
年
に
は
同
校
か
ら
水
産
科

が
独
立
す
る
形
で
大
島
南
高
校
が
開
校
、
平
成
一
八
年
に
学
科
改
編

し
て
現
校
名
と
な
っ
た
。
各
学
年
二
ク
ラ
ス
、
学
年
定
員
八
〇
名
と

い
う
小
規
模
校
で
あ
る
。
二
年
次
よ
り
国
際
系
と
海
洋
系
に
分
か
れ

て
授
業
を
展
開
。「
海
を
通
し
て
世
界
を
知
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
を
持
ち
、
海
洋
教
育
と
国
際
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　

伊
豆
大
島
南
部
の
波は

浮ぶ

港
近
郊
に
位
置
し
、
実
習
船
「
大
島
丸
」

も
同
港
に
係
留
。
一
級
小
型
船
舶
操
縦
士
の
教
習
所
と
し
て
、
生
徒

た
ち
に
教
習
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
に
毎
年
出
場
し
て

い
る
セ
ー
リ
ン
グ
部
や
、
全
国
大
会
二
年
連
続
準
優
勝
の
カ
ッ
タ
ー

（
一
二
人
で
漕
ぐ
大
型
ボ
ー
ト
）部
も
波
浮
の
港
で
毎
日
練
習
を
し
て
い
る
。

　

大
島
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
合
宿
施
設
。
ス
ポ
ー
ツ
棟
と
宿
泊
棟
を
完
備
）

の
閉
所
に
と
も
な
い
、
本
校
の
寄
宿
舎
（
ド
ミ
ト
リ
）
を
そ
の
宿
泊
棟

を
利
用
し
て
開
設
し
た
。
前
身
で
あ
る
大
島
南
高
校
の
拓た
く

水す
い

寮り
ょ
う（

平

成
二
〇
年
閉
鎖
）
は
、
学
校
に
隣
接
し
て
い
た
が
、
ド
ミ
ト
リ
は
徒
歩

で
三
〇
分
ほ
ど
（
約
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
離
れ
て
い
る
の
で
、
生
徒

た
ち
は
バ
ス
で
登
校
し
て
い
る
。
バ
ス
の
運
行
は
島
内
の
大
島
バ
ス

に
委
託
。
二
年
前
ま
で
は
下
校
時
も
バ
ス
を
運
行
し
て
い
た
が
、
料

金
の
高
騰
に
よ
り
、
現
在
で
は
登
校
時
の
み
一
台
の
バ
ス
を
四
往
復

さ
せ
て
い
る（
下
校
は
徒
歩
や
路
線
バ
ス
を
利
用
）。
ド
ミ
ト
リ
の
特
徴
は
、

「
宅
習
」
と
い
う
自
習
時
間
（
二
時
間
半
）
で
あ
る
。
生
徒
の
代
表
で
あ
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る
代
表
生
徒
（
プ
リ
フ
ェ
ク
ト
）
や
委
員
会

が
主
体
的
に
活
動
し
て
い
る
。

●
東
京
都
の
唯
一
の
海
洋
教
育
拠
点

　

海
洋
教
育
は
、
実
習
船
・
大
島
丸
を
使

い
、
一
年
生
の
基
礎
航
海
学
習
を
は
じ
め

と
し
て
、
学
年
進
行
に
と
も
な
っ
て
移
動

距
離
を
長
く
し
て
い
る
。
海
洋
実
習
は
一

学
年
の
カ
ッ
タ
ー
、
二
学
年
の
ダ
イ
ビ
ン

グ
、
三
学
年
の
小
型
船
舶
の
操
船
が
主
な

も
の
で
あ
る
。

　

カ
ッ
タ
ー
は
客
船
か
ら
の
避
難
の
た
め

の
救
命
艇
で
あ
る
が
、
現
在
は
海
洋
訓
練

と
し
て
の
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
一
二
名

の
漕
ぎ
手
、
舵
を
持
つ
者
、
号
令
を
出
し

て
指
揮
を
と
る
者
の
三
つ
役
割
が
あ
る
。

港
の
中
で
基
礎
的
な
練
習
を
行
い
、
経
験

を
積
ん
で
体
力
を
つ
け
た
後
、
海
が
凪
い

で
い
る
と
き
は
外
洋
へ
出
る
こ
と
も
あ
る
。

漕
ぎ
手
の
息
が
合
っ
て
オ
ー
ル
が
揃
う
と

楽
に
進
ん
で
い
く
の
が
醍
醐
味
で
あ
る
。
水
し
ぶ
き
が
掛
か
る
こ
と

も
多
く
、
大
島
の
き
れ
い
な
海
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
島
の
静
か

な
湾
内
と
波
の
あ
る
外
洋
を
両
方
体
験
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。

　

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
実
習
は
プ
ー
ル
で
基
礎
練

習
を
行
い
、
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
慣
れ
て

か
ら
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
へ
と
進
む
。
学

校
に
一
番
近
い
ト
ウ
シ
キ
海
岸
は
自
然
の
リ

ー
フ
と
な
っ
て
お
り
、
太
平
洋
に
面
し
て
い

る
割
に
は
安
全
な
場
所
で
あ
る
。
プ
ー
ル
で

の
基
礎
訓
練
の
後
に
波
浮
港
や
ト
ウ
シ
キ
海

岸
で
発
展
的
に
練
習
を
行
え
る
こ
と
は
、
技

術
の
向
上
と
安
全
確
保
の
点
で
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。

　

小
型
船
舶
の
操
船
実
習
も
海
面
の
静
か
な

湾
内
で
練
習
し
、
外
洋
に
出
て
か
ら
広
い
海

面
で
習
熟
さ
せ
る
。
こ
の
点
で
も
大
島
は
絶

好
の
立
地
と
い
え
る
。

　

日
本
は
、
国
土
面
積
で
は
世
界
の
中
で

六
一
番
目
だ
が
、
排
他
的
経
済
水
域
の
面
積

で
は
六
番
目
で
あ
る
。
こ
の
広
大
な
面
積
の

中
で
、
東
京
都
に
由
来
す
る
海
域
は
じ
つ
に

三
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
海
洋
基
本
法
制

定
な
ど
海
に
関
す
る
関
心
を
深
め
る
べ
く
、

海
洋
に
関
す
る
教
育
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
海
洋
の
学
習

を
す
る
高
校
生
は
都
内
に
本
校
の
一
ク
ラ
ス
の
み
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
船
員
の
数
は
不
足
し
、
船
員
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て

平成8年竣工の実習船・大島丸。
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活
で
は
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
、
留
学
生
が
寄

宿
舎
に
馴
染
み
に
く
い
こ
と
、
寄
宿
舎
で
の
経
費
を
学
校
が
負
担
で

き
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
現
在
で
は
、
地
域
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
地
元
の
卒
業
生
の
保
護
者
を
中
心
に

「
国
際
交
流
支
援
の

会
」
を
組
織
し
、
留

学
生
だ
け
で
な
く
、

大
島
の
国
際
交
流
に

つ
い
て
も
支
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

平
成
二
八
年
度
は
ホ

ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国

よ
り
女
子
生
徒
一
名

の
留
学
実
績
が
あ
る
。

留
学
期
間
は
半
年
間

と
長
く
は
な
い
が
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

家
庭
が
な
か
な
か
確

保
で
き
ず
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

留
学
生
た
ち
は
、

地
元
の
中
学
生
と
の

交
流
や
大
島
の
諸
行

い
る
。
本
校
で
は
小
型
船
舶
操
縦
士
の
資
格
し
か
取
得
で
き
な
い
の

で
、
船
員
希
望
の
生
徒
は
上
級
学
校
へ
進
学
す
る
。
海
洋
系
で
は
、
三

年
次
に
船
舶
系
・
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
系
・
生
物
系
に
分
か
れ
て
専
門

の
学
習
・
実
習
を
行
い
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
に
つ
な
げ
て
い
る
。

●
地
域
住
民
と
連
携
し
た
留
学
生
の
受
け
入
れ

　

本
校
は
、
都
立
高
校
で
二
番
目
の
国
際
高
校
と
し
て
開
校
し
た
。

国
際
教
育
と
し
て
は
、
英
語
教
育
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
留
学
生
の

受
け
入
れ
や
送
り
出
し
を
行
っ
て
い
る
。
二
年
次
の
春
休
み
に
は
、

サ
イ
パ
ン
へ
の
語
学
研
修
も
用
意
し
て
い
る
。
都
が
行
っ
て
い
る
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
道
場
に
も
毎
年
参
加
し
、
留
学
経
験
を
積
ん
で

い
る
。

　

外
国
人
の
英
語
指
導
助
手
は
、
以
前
は
都
立
大
島
高
等
学
校
と
兼

任
だ
っ
た
が
、
今
で
は
語
学
指
導
な
ど
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業

に
よ
っ
て
一
名
が
専
任
配
置
さ
れ
て
い
る
。
外
務
省
職
員
や
大
学
の

先
生
か
ら
国
際
的
な
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
ほ
か
、

T
O
E
I
C 

Br
i
d
g
e（
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
能
力
を

評
価
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
）
の
全
員
受
検
や
英
検
受
検
指
導
も
行
っ
て

い
る
。

　

毎
年
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
（
国
際
的
な
非
営
利
組
織
。
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や

国
際
交
流
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
）
を
通
し
て
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
な
ど
、
国
際
理
解
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
留
学
生
の
在

籍
は
半
年
間
。
以
前
は
、
寄
宿
舎
に
入
れ
て
い
た
が
、
寄
宿
舎
の
生

大島海洋国際高校の全景。
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事
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
刺
激
を
与
え
て
い
る
。
今
年
度
の

留
学
生
は
、
郷
土
芸
能
部
に
所
属
し
、
御ご

神じ
ん

火か

太
鼓
の
一
部
を
習
得

し
た
。
留
学
生
が
ど
ん
ど
ん
日
本
語
に
習
熟
し
て
い
く
様
子
は
、
生

徒
に
も
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
。

●
国
際
交
流
の
場
で
生
き
る
大
島
の
伝
統
芸
能

　

一
年
生
の
必
修
科
目
と
し
て
「
日
本
文
化
」
を
全
員
に
取
り
組
ま

せ
て
お
り
、
大
島
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
和
太
鼓
の
御
神
火
太
鼓
と
、

波
浮
港
の
地
踊
り
で
あ
る
大
漁
節
を
保
存
会
の
方
々
に
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

御
神
火
と
は
、
三
原
山
の
噴
火
の
こ
と
を
神
の
火
と
呼
ん
で
い
た

こ
と
に
由
来
す
る
。
打
ち
手
の
左
右
に
太
鼓
を
置
き
、
交
互
に
打
つ

打
法
は
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
授
業
の
中
で
は
複
数
の
打
者
が
一
つ

の
太
鼓
を
打
つ
「
揃
い
打
ち
」
か
ら
始
ま
る
。
地
元
の
生
徒
の
な
か

に
は
小
学
生
の
こ
ろ
よ
り
習
っ
て
い
る
者
も
お
り
、
部
活
動
で
は
郷

土
芸
能
部
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

地
踊
り
の
大
漁
節
は
、
房
総
の
大
漁
節
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で

あ
る
。
波
浮
の
港
を
開
い
た
秋
廣
平
六
が
房
総
の
出
身
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
海
で
の
活
動
の
多
い
本
校
に
は
大

漁
節
が
合
っ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
九
年
五
月
二
七
日
に
地
元
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
波
浮
の
港
を
愛
す
る
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
「
秋
廣

平
六
二
百
遠
忌
法
要
と
記
念
行
事
」
を
開
催
予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
郷
土
芸
能
は
、
国
際
交
流
の
場
に
お
い
て
非
常
に
生
か

さ
れ
る
。
実
習
船
で

外
地
に
寄
港
し
て
い

た
時
に
、
現
地
の

人
々
は
文
化
的
な
郷

土
芸
能
を
披
露
し
て

く
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
校
側
は
、

地
元
で
育
ち
、
芸
能

を
習
っ
て
い
る
子
ど

も
以
外
、
郷
土
芸
能

を
披
露
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。「
日

本
文
化
」
の
設
置
は
、

異
文
化
を
理
解
す
る

に
は
、
ま
ず
自
国
の

文
化
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
形
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

い
ま
で
は
生
徒
全
員
が
御
神
火
太
鼓
か
大
漁
節
の
ど
ち
ら
か
を
実

習
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
習
得
し
た
芸
能
技
術
は
、
大
島
丸
で

釜
山
や
サ
イ
パ
ン
へ
の
寄
港
時
、
現
地
の
学
校
と
交
流
す
る
際
に
披

露
し
て
い
た
が
、
こ
こ
数
年
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
外
地
に
寄
港
し

て
い
な
い
。
郷
土
芸
能
部
は
、
吹
奏
楽
部
と
と
も
に
地
域
の
敬
老
会

に
出
演
し
て
好
評
を
得
て
い
る
。

大漁節を習う生徒たち。
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●
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

教
員
・
生
徒
た
ち

　

本
校
で
は
、
大
島
の
諸
行
事
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
大

島
は
体
育
的
な
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。
地
域
対
抗
で
行
わ
れ
る
町
民

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
や
、
駅
伝
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
水
泳
大
会

な
ど
に
は
生
徒
や
教
員
が
参
加
し
て
い
る
。

　

町
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
は
、
本
校
教
員
が
学
校
周
辺
地

域
の
青
年
団
と
し
て
参
加
し
、
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
る
。
駅
伝
大
会

も
本
校
か
ら
六
チ
ー
ム
が

参
加
。
数
年
前
に
は
、
本

校
関
係
者
の
チ
ー
ム
が
四

冠
を
達
成
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
大
島
の
椿
ま
つ
り

の
中
で
行
わ
れ
る
カ
メ
リ

ア
マ
ラ
ソ
ン
は
、
学
校
行

事
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

生
徒
た
ち
に
は
「
沿
道
に

応
援
の
方
々
が
い
て
走
り

や
す
い
」
と
、
好
評
で
あ

る
。
こ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
に

あ
わ
せ
て
都
内
の
保
護
者

が
毎
年
四
〇
名
程
度
応
援

や
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
た
め
来
島
し
て
い
る
。
町
へ
の
経
済
効
果
に

多
少
の
貢
献
が
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
顕
著
な
も

の
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
に
よ
る
車
椅
子
寄
贈
が
あ
げ
ら
れ

る
。
大
島
各
所
か
ら
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
、
大
島
丸
が
東
京
に
寄
港

す
る
際
に
運
搬
を
依
頼
し
て
売
却
す
る
。
ア
ル
ミ
缶
は
、
人
海
戦
術

で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
潰
し
、
大
島
丸
に
積
む
際
に
は
、
そ
の
時
の
実
習

生
と
船
員
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
。
老
人
ホ
ー
ム
や
被
災
地
に
贈

っ
た
車
椅
子
は
累
計
七
三
台
に
な
っ
た
。
学
校
の
入
り
口
脇
に
ア
ル

ミ
缶
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
、
地
域
の
方
々
に
も
協
力
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

　

寄
宿
舎
に
お
い
て
も
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
奨
し
て
お

り
、
福
祉
施
設
や
保
育
園
へ
生
徒
が
行
き
、
交
流
や
お
手
伝
い
を
す

る
な
ど
好
評
を
得
て
い
る
。

　

セ
ー
リ
ン
グ
部
は
波
浮
の
港
で
行
わ
れ
て
き
た
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ズ

カ
ッ
プ
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
」
の
運
営
補
助
や
選
手
と
住
民
と
の
交
流
会

の
片
づ
け
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
る
。

　

生
徒
た
ち
は
、
実
習
船
や
寄
宿
舎
に
お
い
て
「
協
力
」
を
学
ぶ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
そ
の
実
践
で
あ
り
、
奉
仕
の
精
神
を
育
む
場

と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
平
成
二
五
年
に
台
風
二
六
号
に
よ
っ
て
起
き
た
大
島
の
土

砂
災
害
の
復
興
支
援
も
行
っ
た
。
学
校
が
現
場
か
ら
離
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
連
日
の
支
援
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
有
志
を
募
り
、
延

地域の敬老会で日頃の練習の成果を披露。
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平塚正彦 （ひらつか まさひこ）

昭和39年、東京都生まれ。東京水産大学水
産専攻科修了後、同63年東京都入都。大島
南高校海洋科教諭から一貫して現職。

　東京から約120㎞の位置にある伊豆大島の波浮港の近く
に都立大島海洋国際高校があります。全校生徒240名の大
半が都内出身の生徒であり、徒歩30分くらいのところにあ
るドミトリで生活しております。都立高校では唯一の海洋
技術や国際感覚を身につけるための学科があり、この若い
エネルギーが少子高齢化で過疎化しはじめた大島の各所で
さまざまな刺激となっております。私の会社のすぐ目の前
に同校があり、学校の様子は手に取るようにわかります。
まさかここに200人を超える若者がいるのかと疑うほど静
寂そのもので、熱心に勉学に励んでいる様子が伝わってき
ます。しかし放課後になると、それが一転、各クラブ活動の
練習などでは高校生らしい逞しいエネルギーで、校内は活
気に満ち溢れます。同校は、生活指導がかなり行き届いてお
ります。その一例として、地域住民や観光客などに気持ち
の良いあいさつを励行していることがあげられます。また、
郷土芸能の継承やさまざまなボランティア活動にも積極的
にかかわっており、地域はもとより大島全体で愛されてい
る学校です。
　平成18年の学科改編により前身の都立大島南高校から移
行され現在の校名となりました。移行当時は、校長先生はじ
め教職員の方々の並々ならぬご苦労があったようです。連
日夜遅くまで校舎に明かりがついており、授業などを行い
ながら、新しい高校のあり方について必死に模索していた
とのことです。あれから約10年が経ち、あの時の苦労はしっ
かりと実を結んだと思います。毎年の入学希望者も多く
なってきています。しかし、校舎やドミトリの修繕、実習船
「大島丸」の新船建造、乗組員の確保など、悩みの種はまだ
まだあるようです。
　私は、学校運営連絡協議会の委員を務めております。微
力ではありますが、つねに地域住民と一緒になり、大島海洋
国際高校がますます発展するよう協力していきたいと思っ
ております。

（元・大島南高等学校PTA会長  大島在住　実川吉樹）

◆住民からみた海洋国際高校◆ べ
三
〇
〇
名
以
上
の
教
員
・
生
徒
が
参
加
し
、
国
土
交
通
大
臣
よ
り

表
彰
さ
れ
た
。

●
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
と
し
て

　

寄
宿
舎
（
ド
ミ
ト
リ
）
と
実
習
船
を
使
っ
た
新
し
い
海
洋
教
育
を

充
実
さ
せ
る
と
い
う
東
京
都
教
育
委
員
会
の
方
針
に
基
づ
き
、
新
し

い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。
老
朽
化
し
た
校
舎
と

ド
ミ
ト
リ
の
改
築
も
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
本
校
が
大
島
の
南

部
地
区
に
根
差
し
た
学
校
と
し
て
、
今
後
も
長
く
継
続
し
て
い
く
こ

と
を
確
信
し
て
い
る
。�

■




